
二階堂小学校だより

二小っ子
元気いっぱい やさしさいっぱい 本気でがんばる二小っ子

有意義で楽しい夏休みに
夏本番がやってきました。４月から始まった一学期も、今日、終業式を迎えました。子どもたちは皆、それぞれに

心も体も一回り大きく成長してくれました。特に、１年生の子どもたちと保護者様にとりましては、初めての小学校

生活で、緊張感やいろいろな心配事もあったかと思います。子どもたち一人一人の顔を見ると、それぞれの学年

に相応しい顔つきになったなと感じています。

先日、ある保護者さんが、お子さんを学校近くまで送ってきたあと、危険な交差点で、他の分団の子どもたちが

通り終えるまで見守りをしてくださっていました。これまで私が気づいていなかっただけで、いろいろな心遣いをし

てくださっていたことを知り、ありがたい気持ちでいっぱいになりました。この一学期、大きな事故なく、子どもたち

は学校生活を送ることができました。日々、様々なかたちで二階堂小学校の子どもたちのために力を尽くしていた

だいている保護者の皆様、地域の皆様に、心より感謝申し上げます。

今年の夏休みは、７月２１日から８月３１日までの４２日間です。夏休みは子どもの自主性を伸ばす大きなチャン

スです。お子さんと相談して、子ども自身が夏休みの過ごし方を考え、自分の考えたことにチャレンジしたり継続し

て取り組んだりできるよう、ご協力をお願いします。安全面では、特に水の事故や交通事故には十分気をつけるよ

う、ご家庭でもお子さんにお話いただきますようお願いします。
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「子育て四訓」
１ 乳児はしっかり 肌を離すな
２ 幼児は肌を離せ 手を離すな
３ 少年は手を離せ 目を離すな
４ 青年は目を離せ 心を離すな

これは、は山口県の教育者、緒方甫さんの言葉
です。この言葉は、子どもの成長の時期によって、
子どもへの接し方が違うことを教えてくれます。
私がこの言葉を初めて知ったとき、なるほどと思

いました。子どもへの心配が尽きないのが親心で
す。しかし、将来の子どもの自立を考えたとき、子
どもの成長と共に、親も接し方や愛情の伝え方を
考え、共に成長しなければならないと思います。

夏休み 図書室を開放します

地域パートナーシップ事業では、子どもたちの読書
環境を充実させる取組の一つとして、図書ボランティア
の方々と協力し、夏休み中の一日だけですが、図書室
を開放します。読書をしてもよいですし、借りている本の
借り換えをしてもかまいません。お子さまにお声がけい
ただき、ぜひご利用ください。

◇日 時 ８月７日（月）９：００～１２：００
※上靴を持ち帰っていますので、できれば上靴を持
たせてください。

※本を借り換える人は、借りている本を持って来てく
ださい。

学校閉校日について

夏休み中の次の二日間は、教職員の働き方改革の
一環として、天理市内の全小学校・中学校が閉校とな
りますので、よろしくお願いします。

◇期 日 令和５年８月１４日（月）～１５日（火）


